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第５回
９月
定例会

９月３日～10月６日

令和２年度決算を認定

９
月
定
例
会
は
９
月
３
日
に
開
会
さ
れ
、
議
員
７
名
の
一
般
質
問
と
町
長
提

出
議
案
・
認
定
16
件
他
を
審
議
し
て
10
月
６
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

◆
◆ 

名
誉
町
民 

◆
◆

◆
◆ 

人
　
　
事 

◆
◆

◆
◆ 

令
和
３
年
度
補
正
予
算 

◆
◆

◆
◆ 

契
　
　
約 

◆
◆

上
里
町
名
誉
町
民
の
推
薦

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

上
里
町
一般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

上
里
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

工
事
請
負
契
約
の
変
更

要
旨

要
旨

概
要

概
要

※ 

用
語
　
基
金

　
　
　

上
里
町
名
誉
町
民
条
例
に

基
づ
き
、
関
根
孝
道
氏
を
名
誉
町

民
に
推
薦
し
、
議
会
の
同
意
を
求

め
る
も
の
で
す
。（
関
根
氏
の
功

績
に
つ
い
て
は
広
報
か
み
さ
と
10

月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

要
旨

　
　
　

令
和
２
年
度
（
繰
越
）
上

里
町
立
長
幡
小
学
校
校
舎
棟
・
特

別
教
室
棟
改
修
工
事
に
つ
い
て
、

１
０
７
３
万
６
千
円
の
増
額
変
更

を
行
う
も
の
で
す
。

　
　
　

委
員
の
阿
久
戸
嘉
彦
氏
が
、

令
和
３
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
た
め
、
阿
久
戸
氏

の
再
任
を
提
案
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億

３
７
６
１
万
５
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

96
億
１
３
３
６
万
４
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

主
な
歳
出
の
補
正
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
　
　

主
な
歳
出
の
補
正
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・�

返
還
金
（
前
年
度
の
地
域
支
援

事
業
の
実
績
報
告
に
伴
う
国
、

県
等
へ
の
返
還
金
）

�

７
３
０
万
３
千
円

・�

一
般
会
計
繰
出
金
（
前
年
度
の

介
護
保
険
事
業
の
確
定
に
伴
う

上
里
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

概
要

　
　
　

主
な
歳
出
の
補
正
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・�

一
般
管
理
給
与
費
（
時
間
外
勤

務
手
当
）�

１
５
６
万
４
千
円

　

普
通
地
方
公
共
団
体
が
条

例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
特
定
目
的
の
た
め
に
財

産
を
維
持
し
、
資
金
を
積
み

立
て
、
又
は
定
額
の
資
金
を

運
用
す
る
た
め
に
設
け
る
財

産
。

　

減
債
基
金
は
町
債
の
償
還

財
源
を
確
保
し
、
財
政
の
健

全
な
運
営
に
資
す
る
た
め
の

資
金
を
積
み
立
て
る
た
め
の

基
金
。

　

財
政
調
整
基
金
は
、
年
度

間
の
財
源
の
不
均
衡
を
調
整

す
る
た
め
に
積
み
立
て
る
基

金
。

・
減
債
基
金
積
立
金
（
※
）

�

１
億
５
千
万
円

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金
（
※
）

�

１
億
１
千
万
円

・�

図
書
館
運
営
事
業
（
町
立
図
書

館
・
郷
土
資
料
館
の
改
修
）

�

２
１
４
５
万
８
千
円

・
予
防
対
策
事
業
（
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
シ

ス
テ
ム
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置

を
延
長
す
る
た
め
の
委
託
料
）　

�

１
３
５
５
万
円
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上
里
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）

要
旨

◆
◆ 
意
見
書 

◆
◆

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い

財
政
状
況
に
対
処
し
地
方

財
源
の
充
実
を
求
め
る
意

見
書
（
案
）（
※
）

要
旨※ 

用
語
　
意
見
書

９月定例会　議案に対する各議員の賛否

議　員　名

議　案

黛　

浩
之

髙
橋
茂
雄

髙
橋
勝
利

飯
塚
賢
治

仲
井
静
子

猪
岡　

壽

齊
藤　

崇

植
原
育
雄

植
井
敏
夫

高
橋
正
行

納
谷
克
俊

沓
澤
幸
子

髙
橋　

仁

新
井　

實

結　
　

果

上里町名誉町民の推薦につき同意を求めること ○○○○○

議　
　
　

長

○○○○○○○○同
意

教育委員会委員の任命 ○○○○○ ○○○○○○○○同
意

令
和
３
年
度

上里町一般会計補正予算（第５号） ○○○○○ ○○○○○○○○可
決

上里町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○○○○○ ○○○○○○○○可
決

上里町介護保険特別会計補正予算（第１号） ○○○○○ ○○○○○○○○可
決

上里町水道事業会計補正予算（第２号） ○○○○○ ○○○○○○○○可
決

上里町下水道事業会計補正予算（第１号） ○○○○○ ○○○○○○○○可
決

令
和
２
年
度

上里町一般会計歳入歳出決算認定 ○○○○○ ○○○○○×○○認
定

上里町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 ○○○○○ ○○○○○×○○認
定

上里町介護保険特別会計歳入歳出決算認定 ○○○○○ ○○○○○×○○認
定

上里町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 ○○○○○ ○○○○○×○○認
定

上里町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定 ○○○○○ ○○○○○○○○認
定

上里町水道事業剰余金の処分及び決算の認定 ○○○○○ ○○○○○○○○認
定

上里町下水道事業決算認定 ○○○○○ ○○○○○○○○認
定

工事請負契約の変更 ○○○○○ ○○○○○○○○可
決

令和３年度上里町一般会計補正予算（第６号） ○○○○○ ○○○○○○○○可
決

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方財源の充
実を求める意見書（案） ○○○○○ ○○○○○○○○可

決

※議長は議事進行を行うため、可否同数の場合のみ表決に参加します。� （〇賛成　×反対　－欠席）

上
里
町
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

要
旨

　
　
　

人
事
異
動
に
伴
い
職
員
給

与
費
に
不
足
が
生
じ
る
た
め
８
８

５
万
１
千
円
の
増
額
補
正
を
行
う

も
の
で
す
。

　
　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
３

７
０
万
８
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
96
億

４
７
０
７
万
２
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　

主
な
歳
出
の
補
正
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

・�

商
工
業
者
応
援
給
付
金
事
業

　
　
　

国
の
令
和
４
年
度
地
方
財

政
計
画
の
策
定
に
向
け
、
十
分
な

額
を
確
保
す
る
こ
と
を
要
望
す
る

も
の
で
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
公
益
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議

会
の
意
思
を
意
見
と
し
て
ま

と
め
た
文
書
の
こ
と
。
案
が

可
決
さ
れ
る
と
意
見
書
を
国

会
又
は
関
係
行
政
庁
に
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

上
里
町
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

要
旨

　
　
　

人
事
異
動
に
伴
い
職
員
給

与
費
に
不
足
が
生
じ
る
た
め
16
万

円
の
増
額
補
正
を
行
う
も
の
で
す
。

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
る
支
援
策
）

�

３
１
７
０
万
８
千
円

・�

町
内
農
業
担
い
手
応
援
給
付
金

事
業
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
よ
る
支
援
策
）

�

２
０
０
万
円

町
へ
の
清
算
金
）

�

５
９
４
万
９
千
円
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委員会の様子

現地視察の様子

町民体育祭の開催について
問　�新型コロナウイルス感染拡大により中止となっ
ているが、コロナ禍以前から町民体育祭の取り
組みについて考える時期にあるのではないかと
いう話があった。どのように考えているのか。

答　�アンケートによると「開催を希望しない」が
57.9% となっており、この結果については重く
受け止めている。少子高齢化が進んでおり、体
育祭開催準備が大変だというご意見がある一方、
体育祭は町民の交流の場であり、５０年間続い
てきた歴史もあるので続けていきたいというご
意見もある。町にとって一番良い方法を皆様と
検討していきたい。

児童生徒の家庭におけるインターネット環境に
ついて
問　�自宅でオンライン学習を行えるよう、全ての家
庭にインターネット環境が整ったのか。

答　�教育委員会から「各家庭のＷｉ－Ｆｉ環境整備
についてのお願い」という依頼文書を発出して
おり、現在は９割半ばくらいの整備状況である。
インターネット環境が整っていない児童生徒に
は、モバイルＷｉ－Ｆｉルーターを貸し出せる
ようにしている。

コロナ禍における教員の負担について
問　コロナ前と比較してどのくらい増えたのか。
答　�時間外勤務月 80 時間超えの教員は減少してきて
いる。働き方改革が進み、学習支援員やスクー
ルサポートスタッフに放課後の消毒作業や朝の
健康観察のチェックをしてもらっており、教員
は授業に専念できている。

お出かけサポート事業について
問　�こむぎっち号を補完する事業ととらえているが、
利用者が少ない要因は。

答　�令和 2 年度からの新規事業であり、まだ周知が
進んでいなかった。徐々に周知され始めており、
今後もＰＲをしていきたい。

農地パトロール（利用状況調査）について
問　結果をどのように活かしているのか。
答　�事務局からは所有者に対し、遊休農地の解消を
お願いする通知を発送している。農地バンク、
中間管理事業にうまく繋げていきたいと考えて
いる。

堤調節池運動公園トイレについて
問　�水洗トイレの設計業務を実施したが、その後は
どうなったのか。

答　�令和3年度に工事を実施する予定であったが、コ
ロナの影響による税収減少を見込んで、新築工
事の予算計上を見合わせた。公園を快適に利用
していただくためにも、早期に工事を実施した
いと考えている。

キャッシュレス決済推進による地域経済活性化
事業について
問　�町民にどれだけメリットがあったのか。決裁事
業者の選定等について、不公平であるという意
見もあるが。

答　�特に30代から50代に多くご利用いただき、大変
好評であった。ご意見については真摯に受け止
めたい。

国保特別会計への一般会計繰入金について
問　減少した理由と今後の見通しはどうか。
答　�税率改定が行われたこと、納付金算定における
激変緩和措置や県の留保金の充当などにより納
付金額そのものが減額となったことで減少した。
令和 9年度までに埼玉県の示す標準税率に合わ
せることができれば、将来的にはその他一般会
計繰入金の投入は解消できるものと思われる。

子育て世代包括支援センターについて
問　�令和元年度に設置されたが、利用状況はどのよ
うか。

答　�庁舎内に設置したコーナーや保健センターの健
診、児童館の行事等において、利用者専門員が
相談に応じている。令和元年度は56件であった
が、令和２年度は214件の相談実績があった。

令和２年度決算に対する決算特別委員会の質疑事項（抜粋）
　9月9日、議員12名で構成する決算特別委員会が設置され、各会計の決算内容の審査が付託されま
した。決算特別委員会の審査は、9月10日から28日まで実施し、令和2年度決算内容について各課担
当職員に対し、決算書をもとに細部にわたり審査いたしました。

答答

答

答

答

答

答

答

答

問問

問

問

問

問

問

問

問

4令和 3年12月 No.93
かみさと議会だより



令和２年度　決算審査報告　～すべて認定すべきものと決定～

　10 月６日、決算特別委員会における決算審査について、委員長から報告がありましたので一
部を紹介します。なお、令和 2年度の決算額等については、「広報かみさと 11 月号」に詳しく
掲載してありますので省略します。

　職員健康管理事業では、職員の働き方改革として、職員の能力を十分に発揮していただ
く為に、時間外勤務・有給休暇も含め、健康診断及びメンタルチェック等も配慮していた
だきたい。
　行政改革推進事業の「公共施設再配置・維持保全計画」「公共施設点検マニュアル」を
公共施設の機能維持・長寿命化に向け、有効に活用していただきたい。
　国民健康保険特別会計では、定年を迎え国保へ移行する人が増える中、厳しい状況と察
するが、国民健康保険税においては、町民の生活を圧迫しない保険料を設定する努力と、
加入者に対する理解を深める努力が必要である。
　ゴミの減量化に向けた取り組みとして、「広報かみさと」等で啓発記事を載せ住民に周
知しているが、分別が徹底されていない地区もあり、効果のある方法を模索し努力してい
ただきたい。
　「上里町空き家意向調査」は所有者のみの調査であったが、庭木・雑草・虫など環境面
で周囲に住む住民の考えも聞くべきと言う意見も有り、アンケート調査結果を今後の空き
家対策に生かしていただきたい。
　男女共同参画推進センタ－運営事業の利用状況は、利用件数が平成26年以降低迷して
いる為、老朽化の激しい七本木公民館の機能を男女共同参画推進センタ－に移転し、男女
共同参画の推進という目的が失われることが無いよう再配置計画を前倒しして、施設運営
の効率化を図っていただきたい。
　予防対策事業の各健康診査の受診率は低く、早期発見・早期治療が大切なことから、受
診率向上に向け、特にガン検診に努力すべきである。
　議会要望で令和２年９月にスタートした高齢者お出かけサポート助成事業については、
広報・ＨＰ・ケアマネジャー・訪問ヘルパーらの声掛けで周知をした事は評価できる。
　町営住宅は改修し長寿命化を図り、入居条件を見直すなどして、入居者を増やす工夫を
すべきである。
　水道事業では、漏水により地下へ約20％流出していることにより、道路の陥没などの
危険性がある。今後、有収率向上に努力していただくと共に、
老朽管や非常用発電機などの更新及び耐震化事業の推進により
事業費の増加が見込まれるので、適正な料金改定などを通し健
全な企業経営をお願いしたい。
　土地改良推進事業の多面的機能支払交付金は４団体がすべて
水路の浚渫に使用しているが将来の維持管理が円滑にいくよう
計画的に且つ有効に使っていただきたい。
　通級指導教室は送り迎えが必要となる為、各小学校を専門的
知識のある先生が巡回して、対象となる子供の発見にもつなげ
て頂き、子供の立場に立った通級指導教室にしていただきたい。

決算特別委員会 �委員長　仲井　静子
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映像配信

一般質問

神保原駅北口の様子

新井　實

発起人会で駅北まちづくり基本構想検討に着手

問 神保原地区駅北まちづくり事業について

答

小
学
校
の
通
学
路
の
安

全
対
策
に
つ
い
て

神
保
原
地
区
駅
北
ま
ち

づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

道
路
や
橋
の
管
理
に
つ

い
て

質問 3質問

質問 5質問

質問 4質問 問　
危
険
箇
所
の
総
点
検
と
対
策

を
急
ぐ
こ
と
に
つ
い
て
。

答　

県
で
は
千
葉
県
八
街
市
の
事

故
を
受
け
、
第
５
期
埼
玉
県
通
学

路
整
備
計
画
を
当
初
予
定
の
11
月

か
ら
前
倒
し
し
て
10
月
中
に
ま
と

め
る
と
共
に
、
緊
急
な
対
策
が
必

要
な
箇
所
は
、
可
能
な
限
り
本
年

度
中
に
着
手
す
る
と
伺
っ
て
い
る
。

町
で
も
、
県
と
同
様
に
通
学
路
に

お
け
る
交
通
安
全
の
さ
ら
な
る
確

保
に
向
け
て
早
急
に
対
応
し
て
い

く
。

問　
駅
北
ま
ち
づ
く
り
事
業
発
起

人
会
の
今
後
の
整
備
方
針
と
事
業

内
容
に
つ
い
て
。

答　

発
起
人
会
で
は
、
本
年
３
月

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
を
受
け
て
、
駅
北
ま
ち
づ
く

り
基
本
構
想
の
検
討
に
着
手
し
、

発
起
人
会
で
協
議
し
た
後
、
神
保

問　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
が
も
た
ら
す
効

政
府
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
の
療
養
方
針

を
見
直
す
こ
と
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
数
に
占
め
る
子
供
の

割
合
が
急
拡
大
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て

質問 1質問質問 2質問 問　
政
府
は
感
染
急
増
地
域
の
療

養
方
針
に
関
し
、
入
院
対
象
と
し

て
重
症
者
の
ほ
か
「
中
等
症
で
酸

素
投
与
の
必
要
な
方
、
重
症
化
リ

ス
ク
の
あ
る
方
」
と
し
た
こ
と
に

つ
い
て
。

答　

埼
玉
県
は
急
激
に
病
態
が
悪

化
し
た
自
宅
療
養
者
の
入
院
の
受

け
入
れ
先
が
決
ま
る
ま
で
の
段
階

と
し
て
、
酸
素
吸
入
を
行
う
場
所

と
し
て
、
酸
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

設
置
を
進
め
る
と
の
こ
と
。
抗
体

カ
ク
テ
ル
療
法
に
つ
い
て
は
、
拠

点
病
院
を
設
け
、
適
正
投
与
を
行

い
、
１
人
で
も
多
く
の
患
者
の
重

症
化
防
止
を
実
施
し
て
い
る
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
数
に
占
め
る
子
供
の
割
合
が
急

拡
大
し
て
い
る
の
で
、
大
人
が
注

意
し
て
感
染
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
い

て
。

答　

子
ど
も
に
感
染
さ
せ
な
い
た

め
、
大
人
の
感
染
症
予
防
策
と
し

て
は
、
緊
急
事
態
宣
言
の
下
、
マ

ス
ク
・
手
洗
い
・
三
密
回
避
な
ど
、

基
本
的
予
防
策
の
徹
底
、
感
染
し

な
い
、
さ
せ
な
い
心
が
け
、
他
人

を
思
い
や
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

率
化
に
つ
い
て
。

答　

今
後
と
も
、
選
ば
れ
る
町
、

住
み
続
け
た
い
町
の
実
現
に
向
け

て
、
道
路
や
橋
梁
の
適
切
な
維
持

管
理
と
業
務
の
効
率
化
に
つ
い
て

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
を
含
め
て
検
討
し

て
い
く
。

原
駅
北
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
引

き
継
ぐ
こ
と
に
し
、
年
内
の
発
足

を
目
指
し
て
い
る
。
住
民
説
明
会

も
本
年
度
中
の
開
催
を
予
定
し
て

い
る
。

問　
駅
北
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
核

と
し
て
の
旧
ト
ラ
イ
ア
ル
跡
地
に

本
庄
第
一
高
校
を
誘
致
し
た
い
と

町
は
６
月
頃
ま
で
予
定
し
て
い
た

と
思
う
が
、
そ
の
後
の
状
況
に
つ

い
て
。

答　

本
年
１
月
以
降
、
町
で
は
学

校
法
人
の
理
事
会
に
お
い
て
選
定

さ
れ
た
移
転
希
望
地
で
あ
る
神
保

原
駅
北
側
の
大
型
商
業
施
設
跡
地

に
つ
い
て
、
公
有
地
化
を
図
る
た

め
、
地
権
者
の
代
理
人
と
交
渉
を

重
ね
て
き
た
が
、
地
権
者
か
ら
再

考
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
、

現
在
交
渉
は
中
断
し
て
い
る
。
学

校
法
人
に
も
地
権
側
の
考
え
は
報

告
済
み
で
あ
り
、
町
と
し
て
も
引

き
続
き
当
該
用
地
の
取
得
に
向
け

て
取
組
を
継
続
し
て
い
き
た
い
旨

を
伝
え
て
あ
る
。
町
と
し
て
は
、

再
度
用
地
交
渉
を
進
め
ら
れ
る
よ

う
地
権
者
側
と
協
議
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

答

答

答

答

答

答

問

問

問

問

問

問
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映像配信

一般質問

文字が薄れた看板

沓澤　幸子

ホームページなどを活用していきたい

問 平和首長会議加盟の町として積極的周知を

答

立
地
適
正
化
計
画
に
つ

い
て

平
和
事
業
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に
つ

い
て

質問 １質問

質問 2質問

質問 3質問

問　
「
立
地
適
正
化
計
画
」
第
６

章
、
誘
導
施
設
の
子
育
て
支
援
施

設
に
、
高
等
学
校
、
大
学
、
専
門

学
校
等
と
す
る
の
は
、
計
画
の
目

的
と
矛
盾
し
ま
す
。
誘
導
施
設
は

町
民
の
利
用
で
賑
わ
い
を
生
み
出

す
施
設
に
。

答　

都
市
機
能
を
誘
導
す
る
区
域

は
、
神
保
原
駅
か
ら
徒
歩
８
０
０

メ
ー
ト
ル
圏
内
を
基
本
と
し
、
商

業
施
設
の
誘
致
を
検
討
。
高
等
学

校
や
大
学
な
ど
の
教
育
施
設
環
境

の
充
実
は
、
子
育
て
世
代
の
定
住

促
進
が
期
待
さ
れ
る
。

問　
駅
北
の
商
業
施
設
跡
地
権
者

と
の
交
渉
を
一
時
中
断
し
た
と
の

報
告
で
す
が
、
町
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、
駅
北
口
周
辺
の
将
来
像
の
重

要
順
位
を
尋
ね
た
設
問
は
、
３
位

が
健
康
増
進
・
医
療
・
福
祉
分
野

問　
町
内
２
カ
所
の
、
核
兵
器
の

な
い
平
和
で
健
康
的
な
都
市
づ
く

り
宣
言
看
板
の
文
字
が
薄
れ
て
い

ま
す
。
多
く
の
人
に
見
え
る
場
所

に
良
く
見
え
る
様
に
周
知
を
。

答　

設
置
か
ら
約
30
年
経
過
し
て

お
り
、
必
要
が
あ
れ
ば
補
修
等
を

実
施
す
る
。
勝
場
地
内
の
看
板
は
、

神
流
川
橋
の
開
通
に
併
せ
設
置
場

所
を
検
討
し
た
い
。

問　
広
島
・
長
崎
両
市
長
が
呼
び

問　
コ
ロ
ナ
の
爆
発
的
な
感
染
拡

大
で
、
医
療
崩
壊
が
お
き
て
い
ま

す
。
自
宅
療
養
に
よ
る
、
家
族
間

の
感
染
拡
大
も
深
刻
で
す
。
県
に

一
刻
も
早
く
臨
時
医
療
施
設
の
確

保
を
求
め
、
自
宅
療
養
者
等
へ
の

食
料
品
や
日
用
品
の
支
援
を
、
要

望
に
応
じ
て
自
治
体
で
対
応
を
。

を
推
進
し
た
住
環
境
づ
く
り
で
し

た
。
保
健
福
祉
複
合
施
設
の
建
設

場
所
は
。

答　

今
年
度
中
に
は
施
設
概
要
、

建
設
予
定
地
、
整
備
手
法
を
含
め

た
基
本
構
想
を
策
定
予
定
で
す
。

効
率
的
か
つ
効
果
的
に
整
備
す
る

た
め
に
、
民
間
活
力
導
入
の
可
能

性
等
を
調
査
し
て
い
る
。

か
け
た
平
和
首
長
会
議
に
は
、
世

界
１
６
５
カ
国
・
８
０
４
３
都
市
、

国
内
１
７
３
４
自
治
体
が
加
盟
し

て
い
ま
す
。
２
０
１
７
年
に
採
択

さ
れ
た
核
兵
器
禁
止
条
約
も
今
年

発
効
さ
れ
ま
し
た
。
加
盟
の
町
と

し
て
、
条
約
批
准
の
署
名
、
会
の

目
的
や
活
動
な
ど
を
住
民
に
積
極

的
に
周
知
す
る
こ
と
。

答　

宣
言
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
平

和
関
連
事
業
に
参
加
や
賛
同
を
し

て
い
る
。
平
和
首
長
会
議
に
は
平

成
25
年
か
ら
加
盟
し
て
い
る
。
核

兵
器
の
な
い
平
和
で
健
康
な
都

市
づ
く
り
宣
言
の
実
現
に
向
け
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
て

い
き
た
い
。

答　

自
宅
療
養
者
の
情
報
は
県
が

把
握
し
、
町
へ
も
伝
え
ら
れ
な
い

が
、
他
の
保
健
所
管
内
で
は
、
町

が
支
援
す
る
と
保
健
所
に
言
え
ば
、

個
人
か
ら
町
に
問
い
合
わ
せ
る
案

件
も
あ
る
の
で
、
今
、
担
当
課
長

に
保
健
所
と
の
接
触
を
指
示
し
た
。

問　
デ
ル
タ
株
が
主
流
に
な
り
、

子
ど
も
へ
の
感
染
が
拡
大
す
る
中
、

２
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

感
染
が
起
き
た
場
合
の
学
級
・
学

年
・
学
校
閉
鎖
や
、
登
校
等
の
相

談
対
応
や
基
準
を
周
知
す
る
必
要

と
、
リ
モ
ー
ト
授
業
等
を
保
障
す

る
た
め
の
ｗ
ｉ
‐
ｆ
ｉ
等
ご
家
庭

の
通
信
整
備
の
把
握
と
端
末
の
持

ち
帰
り
状
況
は
。

答　

教
育
長　
家
族
に
陽
性
者
が

出
た
場
合
は
、
子
ど
も
は
家
庭
待

機
と
い
う
対
応
が
徹
底
さ
れ
て
い

る
。
ク
ラ
ス
内
で
感
染
の
可
能
性

が
あ
る
場
合
は
躊
躇
な
く
学
級
閉

鎖
を
行
う
覚
悟
で
す
。
臨
時
休
校
、

長
期
休
業
の
際
に
学
習
用
パ
ソ
コ

ン
端
末
を
持
ち
帰
れ
る
よ
う
、
使

い
方
や
約
束
事
、
家
庭
で
の
ネ
ッ

ト
環
境
調
査
等
保
護
者
に
理
解
し

て
い
た
だ
き
準
備
し
て
き
た
。

答

答答

答

答 答

問

問問

問

問

問
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映像配信

一般質問

下水道終末処理場予定地跡

納谷　克俊

有効活用を検討していきたい

問 終末処理場予定地跡の活用について

答

公
共
下
水
道
終
末
処
理

場
予
定
地
跡
に
つ
い
て

農
業
振
興
に
つ
い
て

質問 １質問質問 2質問 問 

公
共
下
水
道
終
末
処
理
場
予

定
地
跡
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
ど

の
よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ
、
今
後

ど
の
よ
う
な
利
用
計
画
を
考
え
ら

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答 

こ
の
土
地
で
事
業
実
施
し
て

い
く
た
め
に
は
解
決
す
べ
き
点
が

多
く
、
引
き
続
き
本
庄
道
路
の
工

事
の
進
捗
や
社
会
情
勢
の
変
化
を

視
野
に
入
れ
つ
つ
、
有
効
活
用
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
７
月
28
日
に
開
か
れ
た
全
員

協
議
会
に
お
い
て
説
明
を
受
け
た

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
変
更

に
つ
い
て
、
こ
の
土
地
は
昨
年
８

月
の
農
業
委
員
会
で
農
地
法
３
条

１
項
の
許
可
を
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
が
、
町
は
ど
の
よ
う
な
考
え
の

下
、
農
業
委
員
会
に
意
見
を
聞
く

の
で
し
ょ
う
か
。

答　

今
回
、
農
産
物
加
工
施
設
の

計
画
地
と
な
っ
て
い
る
場
所
に
つ

い
て
は
令
和
２
年
８
月
に
、
町
内

の
農
業
法
人
よ
り
農
業
委
員
会
に

対
し
て
農
地
法
第
３
条
の
許
可
申

請
が
な
さ
れ
、
同
月
許
可
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

農
産
物
加
工
施
設
の
候
補
地
で

あ
る
Ｊ
Ａ
上
里
営
農
セ
ン
タ
ー
か

ら
３
０
０
ｍ
の
範
囲
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
町
内
の
農
業
法
人
に
対
し

て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
農
地
取

得
後
３
年
３
作
の
要
請
が
さ
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
町
よ
り
指
導
し
ま

し
た
。

　

町
内
農
業
法
人
か
ら
は
こ
の
た

び
の
申
請
は
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入

と
併
せ
、
圃
場
の
大
規
模
化
に
よ

る
営
農
規
模
の
拡
大
で
あ
る
と
の

説
明
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
農
産
物
加
工
施
設

の
設
置
が
農
業
所
得
の
増
大
や
農

業
担
い
手
育
成
、
農
地
の
保
全
な

ど
、
上
里
町
の
農
業
振
興
に
大
き

く
貢
献
し
、
期
待
で
き
る
事
業
で

あ
る
と
考
え
、
令
和
２
年
10
月
以

降
、
農
協
や
埼
玉
県
を
は
じ
め
、

関
係
す
る
機
関
と
連
絡
調
整
を
重

ね
ま
し
た
。

　

町
が
農
産
物
加
工
施
設
の
設
置

場
所
を
含
め
た
当
該
計
画
の
具
体

的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、

事
業
計
画
者
か
ら
相
談
を
受
け
た

の
は
令
和
３
年
３
月
末
で
す
。
計

画
地
が
農
地
法
第
３
条
で
取
得
し

た
土
地
で
あ
り
、
早
期
転
用
と

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
町
内
農

業
法
人
に
説
明
を
求
め
る
と
、「
当

社
と
し
て
は
地
域
に
根
差
す
農
業

法
人
と
し
て
、
事
業
用
地
の
提
供

な
ど
生
産
者
の
一
員
と
し
て
当
該

計
画
に
協
力
し
、
地
域
振
興
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。」
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
町
と
し
て
は
、

早
期
転
用
そ
の
も
の
は
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
の
用
途
変
更
の
要

件
及
び
農
地
法
上
の
許
可
基
準
に

抵
触
し
な
い
も
の
の
、
早
期
転
用

を
行
う
べ
き
特
段
の
理
由
が
あ
る

か
ど
う
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
農
産
物

加
工
施
設
の
設
置
は
、
単
に
一
事

業
者
に
よ
る
事
業
計
画
に
と
ど
ま

ら
ず
、
農
業
を
核
と
し
た
町
の
地

方
創
生
に
よ
り
、
継
続
的
な
農
業

振
興
に
資
す
る
公
益
性
の
あ
る
事

業
で
あ
る
と
い
う
点
や
、
計
画
地

は
幹
線
道
路
に
接
道
し
て
い
る
な

ど
、
立
地
的
に
事
業
候
補
地
と
し

て
適
切
で
あ
る
と
い
う
点
、
ま

た
、
加
工
施
設
の
用
地
確
保
の
面

に
お
い
て
も
、
事
業
実
施
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
最
適
で
あ
る
と
い
う

点
な
ど
、
総
合
的
な
判
断
に
よ
り

令
和
３
年
７
月
、
事
業
計
画
者
か

ら
の
申
出
を
受
付
ま
し
た
。

答

答

問

問
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映像配信

一般質問
仲井　静子

児童及びその保護者への支援強化に努める

問 子どもの相談・発達支援について

答

子
育
て
に
関
す
る
情
報

提
供
に
つ
い
て

第
３
次
か
み
さ
と
男
女
共

同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
の
進

捗
と
成
果
に
つ
い
て

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
支
援
に

つ
い
て

子
ど
も
行
政
の
一
元
化

に
つ
い
て

質問 3質問質問 4質問

質問 １質問質問 2質問

問　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
障

害
児
に
関
す
る
内
容
が
少
な
く
、

情
報
不
足
と
言
う
声
が
届
い
て
い

る
。

答　

今
後
は
、
子
育
て
共
生
課
・

町
民
福
祉
課
で
連
携
し
、
障
害
児

に
関
す
る
情
報
も
記
載
し
、
町
の

子
育
て
支
援
情
報
を
提
供
し
て
い

く
。
ま
た
、
今
後
、
育
児
・
子
育

て
に
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
情
報

も
提
供
し
て
い
く
。

問　
各
種
審
議
会
の
女
性
委
員
を

２
０
３
０
年
ま
で
に
40
％
に
す
る

目
標
の
達
成
に
向
け
た
施
策
と
進

捗
と
成
果
、
見
え
て
き
た
課
題
に

つ
い
て
。

答　

女
性
委
員
の
割
合
は
、
令
和

３
年
度
19
．
７
％
で
目
標
に
達
成

し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

問　
平
成
30
年
に
、
発
達
障
害
者

及
び
家
族
等
支
援
事
業
が
新
規
事

業
と
し
て
組
み
込
ま
れ
た
。
発
達

障
害
児
の
家
族
同
士
の
支
援
を
推

進
す
る
為
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
本

人
同
士
や
家
族
同
士
で
支
え
あ
う
、

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
等
の
支
援
を
充
実

さ
せ
、
生
活
の
質
の
向
上
を
図
る

も
の
で
あ
る
。
障
害
児
を
持
つ
親

の
交
流
の
場
、
活
動
の
場
の
支
援

に
つ
い
て
町
長
の
お
考
え
は
。

答　

保
護
者
の
交
流
の
場
、
活
動

の
場
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
間
の

相
談
・
情
報
交
換
の
場
と
し
て
重

要
と
考
え
る
の
で
活
動
内
容
や
活

動
状
況
を
確
認
し
た
上
で
、
ど
の

よ
う
な
支
援
が
で
き
る
の
か
検
討

す
る
。
発
達
支
援
の
切
れ
目
の
な

い
継
続
を
実
施
し
て
い
く
た
め
に
、

理
解
と
認
識
を
深
め
、
児
童
及
び

そ
の
保
護
者
へ
の
支
援
強
化
に
努

め
て
い
く
。

問　
子
ど
も
の
年
齢
に
よ
っ
て
担

当
窓
口
が
違
い
大
変
わ
か
り
に
く

い
。
母
子
保
健
・
児
童
福
祉
・
教

育
部
局
に
ま
た
が
っ
て
い
る
行
政

の
縦
割
り
を
改
め
、
合
理
化
、
効

率
化
を
図
り
、
子
ど
も
に
つ
い
て

は
、
こ
こ
の
窓
口
へ
行
け
ば
間
に

合
う
と
い
う
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
町

民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
げ

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

答　

シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
職
員
体

制
な
ど
、
整
備
す
べ
き
多
く
の
課

題
が
あ
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
、

町
で
は
、
支
援
内
容
が
複
数
課
に

及
ぶ
場
合
に
は
、
相
互
に
協
力
・

連
携
を
図
り
、
相
談
者
の
立
場
に

立
っ
た
丁
寧
で
切
れ
目
の
な
い
支

援
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
女
性
の
登
用
状
況
を

踏
ま
え
、
令
和
２
年
度
に
、
町
民

の
方
の
意
見
を
町
政
に
反
映
さ
せ

る
事
を
目
的
と
し
た
上
里
町
男
女

共
同
参
画
人
材
バ
ン
ク
設
立
要
綱

を
制
定
し
た
。
女
性
委
員
の
登
用

は
、
政
策
方
針
の
決
定
に
参
画
し

て
い
る
重
要
な
指
針
と
な
る
為
、

人
材
バ
ン
ク
の
利
用
を
関
係
各
課

に
呼
び
か
け
し
て
、
女
性
の
参
画

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
17
の
努
力
目
標
の
う
ち
、

目
標
５
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実

現
し
よ
う
」・
目
標
10
「
人
や
国

の
不
公
平
を
な
く
そ
う
」・
目
標

16
「
平
和
と
公
平
を
す
べ
て
の
人

に
」
な
ど
、
関
連
付
け
、
町
民
生

活
の
意
識
啓
発
に
つ
な
げ
る
男
女

共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
を
。

答　

第
４
次
か
み
さ
と
男
女
共
同

参
画
推
進
プ
ラ
ン
は
、
来
年
度
に

は
審
議
会
で
審
議
い
た
だ
い
た
上
、

プ
ラ
ン
策
定
に
向
け
た
意
識
調
査

を
進
め
る
。
町
民
の
思
い
を
反
映

さ
せ
る
と
共
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

に
貢
献
で
き
る
具
体
的
な
計
画
と

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答

答

答

答

答

問

問

問

問

問
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映像配信

一般質問

ほんじょう FMロゴ

黛　浩之

ほんじょうFMとも連携していく

問 災害情報の伝達手段として

答

ほ
ん
じ
ょ
う
Ｆ
Ｍ
を
活

用
し
た
災
害
情
報
の
発

信
に
つ
い
て

質問 １質問問　
近
年
、
大
型
化
す
る
台
風
や

線
状
降
水
帯
は
、
い
つ
ど
こ
で
発

生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で

あ
る
。
一
昨
年
の
10
月
に
関
東
地

方
を
襲
っ
た
台
風
19
号
で
は
、
町

内
で
約
８
３
０
名
の
方
が
地
区
公

民
館
等
へ
避
難
し
た
。
当
時
、
町

の
防
災
無
線
は
豪
雨
と
暴
風
に
か

き
消
さ
れ
、
聞
き
取
り
づ
ら
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
本
庄
市
に
今
年
４

月
に
開
局
し
た
「
ほ
ん
じ
ょ
う
Ｆ

Ｍ
」
を
活
用
し
、
よ
り
き
め
細
や

か
な
地
域
の
災
害
情
報
発
信
を
行

う
予
定
は
あ
る
の
か
。

答　

災
害
情
報
の
伝
達
手
段
に
つ

い
て
は
、
住
民
に
正
確
な
情
報
を

確
実
に
か
つ
速
や
か
に
伝
達
す
る

た
め
に
、
多
重
化
・
多
様
化
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
防
災
行
政
無
線

は
情
報
伝
達
手
段
の
中
で
も
大
き

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
気
象

条
件
や
生
活
環
境
等
に
よ
り
聞
こ

え
な
い
、
聞
き
づ
ら
い
場
合
も
あ

る
。

　

現
在
、
上
里
町
で
は
防
災
行
政

無
線
の
他
に
防
災
情
報
メ
ー
ル
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
行
政
無
線

の
放
送
を
聞
き
直
す
こ
と
が
で
き

る
電
話
応
答
サ
ー
ビ
ス
ま
た
、
今

年
４
月
か
ら
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
運
用

を
開
始
し
、
情
報
の
伝
達
手
段
の

多
重
化
・
多
様
化
に
努
め
て
い
る
。

　

ほ
ん
じ
ょ
う
Ｆ
Ｍ
と
は
昨
年
12

月
に
防
犯
・
防
災
情
報
の
緊
急
放

送
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
災
害
発
生
時
等
の

情
報
伝
達
手
段
の
一
つ
と
し
て
活

用
し
て
い
く
。

問　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
所
有
し

て
い
な
い
人
へ
の
情
報
伝
達
手
段

と
し
て
、
町
か
ら
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
を

貸
与
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　

住
民
ニ
ー
ズ
や
機
器
の
汎
用

性
等
を
総
合
的
に
考
慮
し
、
調
査

研
究
し
て
い
く
。
防
災
情
報
の
発

信
手
段
に
つ
い
て
は
、
受
け
手
の

状
況
に
応
じ
た
伝
わ
り
や
す
さ
、

伝
達
さ
れ
る
場
所
、
伝
達
可
能
な

情
報
量
等
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
つ
つ
、
複
数
の
手
段
を
有
機
的

に
組
み
合
わ
せ
て
総
合
的
な
情
報

伝
達
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
利
用
の

周
知
に
努
め
て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
に
つ
い
て

火
災
発
生
時
の
サ
イ
レ

ン
吹
鳴
に
つ
い
て

質問 2質問

質問 3質問

問　
今
後
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
化
が

一
層
加
速
す
る
中
で
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
は
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

パ
ス
ポ
ー
ト
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
が
、
直
近
の
上
里
町
の
取
得

率
は
何
％
か
。
ま
た
、
本
庄
児
玉

郡
市
内
の
自
治
体
の
取
得
率
は
そ

れ
ぞ
れ
ど
の
程
度
か
。

答　

令
和
元
年
度
末
で
は
11
．

９
％
の
交
付
率
で
し
た
が
、
令
和

２
年
度
末
で
は
21
．
９
％
、
令

和
３
年
８
月
15
日
現
在
で
は
29
．

８
％
と
着
実
に
伸
び
て
い
る
。

　

近
隣
市
町
で
は
本
庄
市
が
30
．

５
％
、
美
里
町
27
．
１
％
、
神
川

町
24
．
７
％
、
埼
玉
県
全
体
で
は

35
．
３
％
で
あ
る
。

問　
延
焼
防
止
の
た
め
に
も
建
物

火
災
に
限
り
、
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
は
緊
急
性
を

有
し
、
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財

産
に
関
わ
る
事
態
を
お
知
ら
せ
す

る
重
要
な
役
割
を
果
た
す
一
方
、

時
間
を
問
わ
ず
放
送
さ
れ
る
の
で
、

町
内
全
て
の
住
民
の
日
常
生
活
に

大
き
く
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
運

用
方
法
に
つ
い
て
は
、
消
防
団
本

部
役
員
会
議
等
で
慎
重
に
協
議
し

て
い
く
。

問　
全
国
１
７
１
８
市
町
村
あ
る

中
、
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
対
応
市
町
村
は
８
５
８
あ
る
が
、

今
後
上
里
町
で
は
コ
ン
ビ
ニ
交
付

を
導
入
し
て
い
く
の
か
。

答　

カ
ー
ド
の
交
付
率
と
経
費
を

踏
ま
え
る
と
、
よ
り
多
く
の
住
民

に
公
平
に
利
益
を
も
た
ら
す
に
は
、

現
状
で
は
効
果
が
期
待
で
き
る
段

階
で
は
な
い
と
考
え
る
。
今
後
適

正
な
時
期
に
具
体
的
な
論
議
が
で

き
る
よ
う
準
備
し
て
行
く
。

答

答

問

問

答

答答

問

問問
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映像配信

一般質問
飯塚　賢治

今後積極的に活用してまいりたい

問 気象防災アドバイザーの活用を

答

地
域
気
象
防
災
支
援
に

つ
い
て

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

さ
ら
な
る
活
用
に
つ
い
て

神
保
原
駅
に
つ
い
て

網
膜
色
素
変
性
症
に
つ

い
て

質問 １質問

質問 2質問

質問 4質問

質問 3質問

問　
気
象
庁
で
は
、
提
供
す
る
防

災
気
象
情
報
が
住
民
の
的
確
な
防

災
行
動
に
結
び
つ
く
よ
う
、
気
象

台
が
市
町
村
、
都
道
府
県
等
と
一

体
と
な
っ
て
地
域
防
災
に
貢
献
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
町
に
も
気
象
防
災
情
報
の
専

門
家
を
育
成
す
る
こ
と
が
大
切
と

考
え
る
が
。

答　

毎
年
国
や
県
が
主
催
の
各
種

防
災
担
当
職
員
研
修
に
参
加
し
て

い
る
。
昨
年
度
は
３
ヶ
月
間
の
内

閣
府
で
実
際
の
業
務
を
行
い
な
が

ら
、
実
災
害
へ
の
対
応
を
経
験
す

る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
に
参
加
し
た
。

問　
各
気
象
台
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
地
域
の
気
象
に
精
通
し
て
い

る
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活

用
に
つ
い
て
。

答　

今
後
も
気
象
防
災
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
含
め
各
種
研
修
や
訓

練
へ
の
参
加
を
推
進
し
て
い
く
。

防
災
講
習
会
や
講
演
会
に
つ
い
て
、

熊
谷
地
方
気
象
台
に
依
頼
し
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
い
た
だ
く
こ

問　
近
頃
、
地
域
活
性
化
に
貢
献

し
た
企
業
の
税
負
担
を
軽
く
す
る

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
を

使
い
、
企
業
か
ら
寄
附
を
集
め
よ

う
と
い
う
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

こ
の
事
業
展
開
に
向
け
て
、
地
域

再
生
計
画
の
策
定
と
企
業
登
録
の

推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

寄
附
の
受
け
入
れ
に
必
要
な

地
域
再
生
計
画
の
作
成
に
と
り
か

か
り
、
今
年
度
中
に
内
閣
府
の
認

定
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
る
。

問　
昨
年
９
月
に
神
保
原
駅
北
口

周
辺
地
区
の
再
開
発
に
つ
い
て
、

魅
力
あ
る
町
づ
く
り
、
コ
ン
パ
ク

ト
な
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
、
神

保
原
地
区
北
口
町
づ
く
り
発
起
人

会
が
発
足
し
た
。
こ
の
際
、
南
側

に
住
む
方
々
の
駅
利
用
者
の
こ
と

を
考
慮
し
、
駅
舎
は
橋
上
化
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

答　

駅
舎
建
替
え
に
つ
い
て
は
、

多
額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
基
金

を
積
み
立
て
、
計
画
的
に
行
っ
て

い
き
た
い
。
駅
舎
に
つ
い
て
は
橋

上
化
を
含
め
て
検
討
す
る
と
と
も

に
、
駅
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
、

安
全
に
利
用
で
き
る
北
口
駅
前
広

場
の
整
備
を
推
進
し
て
い
く
。

問　
暗
所
視
支
援
眼
鏡
は
網
膜
色

素
変
性
症
の
方
々
に
と
っ
て
、
夜

盲
や
視
野
狭
窄
を
克
服
す
る
一
助

に
な
る
た
め
、
日
常
生
活
用
具
と

し
て
補
助
制
度
の
導
入
を
願
い
た

い
が
。

答　

現
在
町
で
実
施
し
て
い
る
日

と
は
可
能
で
あ
る
。
今
後
、
積
極

的
に
活
用
し
て
ま
い
り
た
い
。

問　
災
害
時
に
聴
覚
障
害
者
が
リ

ア
ル
タ
イ
ム
の
防
災
情
報
に
接
す

る
際
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
（
利

用
し
や
す
さ
）
の
向
上
の
た
め
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
利

用
し
て
ラ
イ
ブ
配
信
す
る
中
で
手

話
通
訳
者
を
配
置
し
た
適
切
な
防

災
情
報
を
流
す
こ
と
に
つ
い
て
。

答　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
害
者
放

送
通
信
機
構
で
は
聴
覚
障
害
者
向

け
に
「
目
で
聴
く
テ
レ
ビ
」
を
放

送
し
て
お
り
、
視
聴
す
る
に
は
、

専
用
の
受
信
装
置
が
必
要
で
受
信

装
置
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
つ

い
て
は
緊
急
時
の
防
災
情
報
の
伝

達
を
含
め
、
防
災
に
関
す
る
研
修

や
啓
発
の
情
報
を
伝
え
る
な
ど
、

新
た
な
取
組
を
研
究
し
て
ま
い
り

た
い
。

常
生
活
用
具
の
給
付
対
象
は
厚
生

労
働
省
表
示
に
基
づ
き
選
定
し
て

い
る
。
暗
所
視
支
援
眼
鏡
は
視
覚

障
害
者
用
拡
大
読
書
器
の
品
目
の

中
で
給
付
対
象
と
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
よ
う
で
す
の
で
、
支
給

要
件
等
を
精
査
し
て
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。

答答

答

答答

答

問問

問

問問

問
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映像配信

一般質問
髙橋　勝利

土地取得が最優先の検討事項と捉えていきます

問 塩原学園移転問題の今後の交渉の進め方は

答

令
和
３
年
６
月
発
生
の

八
街
市
の
小
学
生
の
死

傷
事
故
に
つ
い
て

塩
原
学
園
が
移
転
計
画
を

示
し
て
か
ら
１
年
半
が
経

過
し
た
事
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
町
の
声

を
聞
き
ま
し
た

質問 １質問

質問 2質問

質問 3質問

問　
こ
の
事
故
に
つ
い
て
町
内
主

婦
か
ら
、
上
里
町
に
お
い
て
も
防

止
対
策
を
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が

届
き
ま
し
た
。
町
長
は
今
回
の
事

故
を
ど
の
様
に
受
け
止
め
た
の
か

お
聞
き
し
ま
す
。

答　

厳
罰
化
や
社
会
全
体
で
飲
酒

運
転
を
許
さ
な
い
環
境
が
醸
成
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

の
様
な
痛
ま
し
い
事
故
の
原
因
が

飲
酒
運
転
で
あ
る
事
は
許
さ
れ
る

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
事
故
原
因
に
上
げ
ら
れ
る
の

が
、
現
場
一
帯
は
危
険
な
道
路
と

さ
れ
な
が
ら
安
全
対
策
は
手
つ
か

ず
だ
っ
た
。
要
望
は
あ
っ
た
が
用

地
買
収
の
難
し
さ
を
理
由
に
消
極

的
だ
っ
た
。
上
里
町
に
お
い
て
も

こ
の
様
な
悲
し
い
事
故
を
発
生
さ

せ
な
い
取
り
組
み
を
構
築
し
て
頂

き
た
い
。

答　

町
と
し
て
も
、
引
き
続
き
飲

酒
運
転
根
絶
及
び
交
通
安
全
に
対

す
る
周
知
、
啓
発
等
の
対
策
に
取

問　
町
民
か
ら
は
、
学
園
が
来
る

の
か
、
来
な
い
の
か
多
く
の
声
が

聞
か
れ
ま
す
。
移
転
計
画
が
示
さ

れ
て
か
ら
１
年
半
が
経
過
し
て
い

ま
す
。
こ
の
間
、
地
権
者
と
の
交

渉
は
ど
の
様
な
形
で
行
っ
て
き
た

の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

答　

移
転
希
望
地
で
あ
る
地
権
者

問　
私
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
町
民
の
方
々
が
ど
の
様
な
思

い
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
っ
た
の

か
、
50
軒
の
方
々
に
ア
ン
ケ
ー
ト

の
協
力
を
お
願
い
し
、
多
く
の
方

か
ら
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
予
約
方
法
に
つ
い
て
は
、
電

話
予
約
が
24
名
、
ネ
ッ
ト
が
12
名
、

予
約
は
自
分
で
し
た
人
が
17
名
、

子
供
に
お
願
い
し
た
４
名
、
役
場

ホ
ー
ル
な
ど
で
の
予
約
が
13
名
で

し
た
。
ま
た
、
電
話
が
か
か
り
に

く
か
っ
た
人
が
31
名
に
も
上
り
ま

し
た
。
予
約
受
付
で
い
く
つ
か
の

問
題
も
発
生
し
ま
し
た
。
町
の
対

応
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

答　

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
め
ぐ
る
町

民
の
声
を
丹
念
に
収
集
さ
れ
た
事

に
対
し
敬
意
を
表
し
ま
す
。
予
約

は
円
滑
に
出
来
た
と
は
言
え
ま
せ

ん
。実
態
と
し
て
は
、全
く
異
な
っ

た
状
況
も
あ
る
と
実
感
し
て
お
り

ま
す
。
議
員
、
区
長
、
民
生
委
員

の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
実
態
を

認
識
し
、
対
策
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
未
来
あ
る
子
供
・
町
民

が
安
心
安
全
に
暮
ら
し
て
い
け
る

事
故
ゼ
ロ
の
町
を
目
指
す
事
は
、

か
ね
て
よ
り
町
づ
く
り
の
中
心
に

据
え
て
き
ま
し
た
。

の
代
理
人
と
、
町
に
よ
る
公
有
地

化
を
図
る
為
、
交
渉
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
交
渉
の
内
容
は
先

方
と
の
守
秘
義
務
が
あ
る
の
で
申

し
上
げ
ら
れ
な
い
が
、
既
に
６
月

議
会
に
お
い
て
議
員
の
皆
様
に
は

報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
と
お
り
、

地
権
者
か
ら
再
考
し
た
い
と
の
申

し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き

用
地
取
得
に
向
け
て
取
り
組
み
を

継
続
し
て
い
き
た
い
旨
伝
え
て
お

り
ま
す
。

問　
移
転
を
期
待
す
る
人
た
ち
は
、

町
が
変
わ
る
ん
だ
と
言
っ
て
い
ま

す
。
駅
舎
、
駅
通
り
の
問
題
、
高

校
誘
致
に
つ
い
て
も
一
体
的
取
り

組
み
で
、
別
問
題
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。

答　

学
園
の
事
、
駅
舎
、
駅
北
の

事
に
つ
い
て
、
町
づ
く
り
の
全
体

像
と
し
て
し
っ
か
り
捉
え
て
お
り

ま
す
。
高
校
誘
致
に
つ
い
て
は
、

土
地
取
得
を
最
優
先
に
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

答

答

答

答

答 問

問

問

問

問
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議会広報広聴常任委員会が設置されました議会広報広聴常任委員会が設置されました

傍聴席

宙に浮かぶ円形の議場は一見の価値あり

上里町ホームページから 「一般質問の録画配信」へ

見たい会議と
日にち、議員を
選択して視聴する。

　令和3年10月 1日施行された、上里町議会委員会条例第2条の規定により、総務経済常任委員会、
文教厚生常任委員会に加え、新たに議会広報広聴常任委員会が設置されました。
　当委員会は議会広報誌の発行、議会報告会の開催、インターネットを使用した情報発信等、議会
広報活動に関する事項及び町民からの広聴活動に関する事項を所管します。

委 員 長 髙橋　　仁
副委員長 植井　敏夫

委　　員

黛　　浩之
髙橋　茂雄
髙橋　勝利
仲井　静子
植原　育雄

議会を見てみませんか
傍聴してみる

インターネットで見てみる

①�日程を確認する。（議会だより、議会ホームページまたは直接
議会事務局への電話でもご確認できます。）
　�一般質問（※）は開会日当日と翌日の２日間の日程が多いですが、
質問者数や答弁時間などにより変わることがあります。
②�役場４階（東側）で受付を済ませて傍聴する。（傍聴届に住所・
氏名等を記入いただきます。不明な点は議会事務局へお声がけ
ください。）

「上里町議会」で検索するか、上里町ホームページから「上里町議会」（下図）
をクリックします。
スマートフォンの方はＱＲコード（右図）を読み取る方法もあります。

※　�一般質問とは議員が町政全般に関して、執行者
（町長）側に現状や見通しなどを聞くこと。

コロナウイルス感染症対策として、受付の際に体温
測定をお願いすることがあります。また、「密」回
避のため傍聴者数の制限をする場合があります。
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編集
後記

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

（開会）
一般質問

4

5 6

一般質問

7 8

議案審議

9

常任委員会

10

（閉会）
報告・採決

11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

議 会 日 誌

※�開会は原則午前９時です。午前中で議事が終了しない場合は、
午後の再開は1時30分からです。（時間は変更になることが
あります。）
※議事の進行上、休憩が入る場合があります。

か
み
さ
と
議
会
だ
よ
り
　
93

２
０
２
１
年（
令
和
３
年
）12
月
1
日
発
行

発
行
／
上
里
町
議
会　

編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

住
所
／
〒
３
６
9－

０
３
９
２　

埼
玉
県
児
玉
郡
上
里
町
大
字
七
本
木
５
５
１
８
番
地

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
４
９
５

－

３
５

－

１
２
１
６（
直
）　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

３
３

－

2
4
2
9

９月
３日　定例会開会、町長の行政報告
　　　一般質問
６日　一般質問
７日　全員協議会
８日　�議案審議（条例改正、補正予算等、

決算総括説明）
９日　議案審議（決算意見書報告）
10日　�決算特別委員会（令和２年度決

算審査）～ 28日
30日　児玉郡市広域市町村圏組合議会

10月
１日　常任委員会委員の選任
　　　全員協議会
４日　全員協議会
６日　�全員協議会、決算報告
　　　定例会閉会
14日　議会広報広聴常任委員会

11月
３日　町制施行50周年記念式典
16日　議会広報広聴常任委員会
17日　全員協議会、議会運営委員会 12月定例会一般質問一覧

12月定例会の日程（予定）

氏名 質問事項

３
日
（
金
）

仲井　静子 ①ヤングケアラー（幼き介護者）への支援について
②孤立・孤独対策について

植原　育雄

①公共施設再配置・維持保全計画について
②長幡公民館について
③ヤングケアラーについて
④障害児・者の自立と地域社会創りについて

納谷　克俊

①産業振興について
②雨水排水対策について
③ＪＲ神保原駅を中心としたまちづくりについて
④上里スマートインター周辺関連の整備について
⑤道路整備について

齊藤　　崇
①空き家対策について
②町の公共施設について
③公務員制度について

６
日
（
月
）

髙橋　勝利
①町長在任期間が残り４ヶ月になった事について
②町長報酬 50％減額が活用できたのか
③学校給食無償化について

髙橋　　仁
①農業振興について
②公園等の充実について
③上里スマートインターチェンジについて

新井　　實

①文科省の2020 年度の「問題行動・不登校調査」について
②ウイズコロナに向けて
③新型コロナ感染「第６波」への備えについて
④コロナ感染者の「後遺症」について
⑤水道施設の維持管理について
⑥来年４月に実施される上里町長選挙について

沓澤　幸子

①子育て支援と教育環境等について
②空き家対策について
③プラスチックに係る資源循環の促進に関する法律の施行について
④コロナ対策について

髙橋　茂雄 ①子育て支援について

議
会
広
報
広
聴

常
任
委
員
会

●
委
員
長

�

髙
橋　
　

仁

●
副
委
員
長

�

植
井　

敏
夫

●
委　

員

�

黛　
　

浩
之

�

髙
橋　

茂
雄

�

髙
橋　

勝
利

�

仲
井　

静
子

�

植
原　

育
雄

LLLLLLLLLLLLLLLL

　

新
し
く
議
会
広

報
広
聴
常
任
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、

今
回
の
議
会
だ
よ

り
か
ら
編
集
を
行

い
ま
し
た
。
何
か
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
ご
意
見
を
い
た
だ
け
た
ら
有

難
く
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
町
制
50
周
年
と
い
う
、

上
里
町
に
と
っ
て
は
記
念
す
べ
き
年

で
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
数
度
の
緊

急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
な
ど

大
変
な
一
年
に
な
り
ま
し
た
。
な

ん
と
か
、
多
く
の
方
が
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
ま
だ
安
心
で
き
る
状
況
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

来
年
は
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越

え
、
明
る
い一
年
と
な
る
よ
う
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
が
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ

ま
す
よ
う
に
。

�

植
井　

敏
夫

14令和 3年12月 No.93
かみさと議会だより


